
























































TR50S Eガラス ケプラー 49
密度g/cc 1.82 2.55 1.45 
引張強度Mpa 4900 3430 3630 
引張弾性率Gpa 240 74 13.1 
比強度106cm 27.5 13.7 25.5 













































中間材料 巨豆ヨ 区~ 仁雇E 9% 
流通 5~ι 
成型加工 マニュアル・手作業1 圧縮成形2 射出成形3




資料） JEC-Composite 2004 April. 
注） 1.ハンドレイアップ，スプレー アップ，オー トクレー プ等 2. SM C等





























物 質 市場動向 技術動向
炭素系 炭素繊維 14 6 
CFRP' 6 1 
その他2 6 25 
その他FRP GFRP' 6 1 
その他 6 6 
資料）東レ経営研究所（2005-a)p p 12-130 


























































用途分野 用 途 伊j
住 宅 浴槽，浴室ユニット，浄化槽，
建 設 ドーム建造物屋根材，壁・床補強材， トラス構造材，ルー フ，コンクリート補強材，地下ノfイプ，耐食性ノfイプ，下水道垂直管
輸送機械 漁船・レジャー ボー ト舟艇， 自動車モジュール，列車内装
タンク・容器 耐蝕性タンク，食品タンク
工業機材 プリント基板，パソコン僅体，家電部品，アンテナシールド






































用途分野 用 途 例
スポー ツ・レジャー ゴルフシャフト，釣竿，テニスラケット， 自転車部品
航空・宇宙 民間機，軍用機，ヘリコプター，ロケット部品，人工衛星部品




僅 体 ノー ト型パ、ノコン，デジタルカメラ
エネルギー関連 風車プレード，高圧燃料貯蔵容器，海底油田設備，フライホイール
輸送機械 レー シンク’カー ，プロペラシャフト，局級車内装，局速艇
機械部品 ロー ル，プレスアー ム，搬送用フォー ク
資料）青山・河西（2005），強化プラスチック協会（2000）なと、。

























震東レ 車邦 三菱 Hex曲 IC向C 台湾 Aldila Zol胞C ま三菱 自本 C向呉羽ドナツヴ
テナックスレイヨン ラスチッ 化学グラファイ 化学
アジア 東レ 東邦 三菱 台ブラ 三菱 日本グラ
4700 3700 3200 1800 600 120 
トー－ー一一
フ＋1200 フ
北米 イ CFA TCF G問書l H町田lC）崎町 イ Cytec 
ヲ 1800 700 2000 2000 1800 ラメ 230 
二主， +1800 増量発表 ;,/ ‘ 
ト一一一一ー』ー
ト SOFI田 ト欧州 Tenax [SGL] 
2600 1900 500 
+1500 ～750 
アジア 車レ 呉羽 ドナッヲ
300 
短 750 300 ト
トー一一一一切ー 織
北米ウ TCF SGL Aldila Zol胎c綾
1300 1000 1000 1800 
合計 9400 7600 6700 2000 1800 1800 1000 1800 600 120 230 . 750 300 
+ 3000 +1500 ～695( 





















































































































































































































































































松井醇ー「炭素繊維の話 その4」『強化プラスチックス』 43-9,1987年 (1987）。
「炭素繊維の話 その6」『強化プラスチックス』 44-1,1998年（1998-a）。






JEC-Composites No.8, (2004 April}. 
拙稿「産業用繊維の分析についての一考察」『宮大経済論集』 50l, 2004年。




























15.松井醇ー （2002a)ppl8 190 
16.松井醇ー （1999)p24。
17.東レ経営研究所（2005ー b）参考資料p37o
18. 中部経済産業局（2006)p920
19.後藤（2003)pp92-94o
20. ポリアクリルニトリル繊維を炭素化してつくられるもの。
21.石油重質分を原料として得られるピッチ繊維を炭素化してつくられるもの。なお，かつて
はレーヨン系炭素繊維も生産されていたが， 1970年代に物性での劣位が明らかになり，現在
ではほとんど用いられていなL、。詳しい経緯は高松（2002)pp59-79を参照。
2.「新機能材料展2006」（東京ビッグサイト） 2月21日の側三菱化学産資のプレゼンテーショ
ンより。
23.歴史的経緯の詳細は松井醇ー（1987)(1998-a），高松（2002）を参照。
24. アクリルは通常短繊維に加工されることが多く，長繊維に加工すること自体が難しい（青
島・河西（2005)pl27）。
25.松井醇ー（1998-a)p32によると，東レでは欧米に先行して1970年代初めから炭素繊維に
-194 ( 300）一
よる織物生産に取り組み，まず釣竿用に縦糸炭素繊維横糸ガラス繊維の織物を開発， 74年に
は縦横炭素繊維の織物の開発に成功している。
26.青島・河西（2005)ppl21-1220
27.青島・河西（2QQ5)ppl33-135oなおラージトゥとは太い糸を用いるものであり，相対的に
低価格の市場を対象としている。航空機向けは複数方向の強度を得るために薄いプリプレグ
を重ねる必要があり，ラージトゥは使用できない。
28.高松（2002)p83。
29. 2004年11月12日のヒアリング調査より。
30. 2005年5月25日のヒアリング調査より。
31.複合材料は成形後の切削や接着が難しいので，あらかじめ最終製品に近い形に繊維を加工
する必要性がある。この点は松井醇ー（2002-b)p22参照。
32. 2005年6月30日のヒアリング調査より。
33. 2005年9月13日のヒアリング調査より。
34. 2005年10月28日のヒアリング調査より。
35. 2006年6月初日のヒアリング調査より。
36.松井醇ー(1988-a)p29では「繊維と高分子を生業にしてきた東レは，高温に関してはた
かだか300℃の経験しかなく，黒鉛化処理のための2500℃を工業的に得る超高温技術はーか
らのスタートであったJとふりかえっている。
37. 日東紡より。同社の有機繊維部門との技術交流も現在では少ないという。
38. 中部経済産業局（2006）では複合材料のユーザー企業に現状の課題についてヒアリング調査
を行っているが，「ユーザーのニーズが素材開発にうまく伝わらない」「織物を示されても評
価できなL、。織物技術と用途との聞のギャップが埋まれば製品開発につながる」などの声が
あげられている（同書pp79,87)o 
39.松井醇ー（1998-b)p29。
40. 中部経済産業局（2006)pp79-80によると，ユーザー企業へのヒアリング調査であ，企業
関連係がまだまだ弱い，いっそう必要だという指摘が多い。
41.訳語である「単繊維」は「短繊維」と混同されるため使用を避けたい。なお通常の糸は，
釣り糸などの例外を除けば1本の繊維であることはまれで， singlefiberを多数集積させた
ものである。
42.焼却炉用パグ・フィルターなどに，ガラス繊維を用いたものもあるo
提出年月日： 2006年9月8日
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